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文化財保護法は、法隆寺金堂壁画の失火による焼失を契機に、戦前あった国宝保存法な
どの法律を統合して 1950年に制定された。文化財保護法に基づく重要文化財建造物の指定
は、当初、神社・仏閣などの古建築が中心であり、竣工当時のままの状態を維持する静的
保存が義務付けられていた。その後、明治・大正期に建設された近代建築も文化財建造物
の指定の対象に入ってくるようになり、文化財指定の条件が徐々に緩和され、文化財建物
の弾力的な運用として、静的保存だけでなく動態保存を認めようとする機運が盛り上がっ
てきた。自由学園明日館は、旧帝国ホテルの設計者として有名なフランク・ロイド・ライ
トの作風を示す典型的な建物であり、使い続けることを前提とした動態保存する重要文化
財建物の先駆的事例として保存修理が検討され、工事が実施されることになった。 
本研究は、自由学園明日館の動態保存のための各種保存修理工事のうち、重要な大谷石
工事および漆喰による左官工事の実施工にあたって、具体的な技術的課題に対する施工者
側での検討の経緯や結果を記録に残すことによって、今後の重要文化財建造物の動態保存
のための保存修理工事のための資料とすることを目的とする。また、保存修理工事が完成
して実際に動態保存としての運用がなされている現状を調査し、動態保存している重要文
化財建物の今後の維持管理の参考資料とするものである。 
本論文は、全７章から構成されており、各章の概要は次のとおりである。 
第１章「序論」では、研究の背景と目的を述べている。社会情勢の変化の中で近代建築
の保存の意義、保存の状況を述べ、今回の動態保存のための保存修理工事での施工記録の
位置付けおよび研究の構成を示した。 
第２章「重要文化財建物の保存に関する既往の研究」では、文化財保護に関する法令制
定の変遷、近代建築の保存の状況、今後、近代建築の保存においては動態保存の方向に進
むであろうことを述べている。 
第３章「自由学園および明日館の概要」では、自由学園における明日館建物の設計から
諸般の事情で建設当初に途中から校舎として使用した経緯、建物からみた学園の沿革・変
遷を述べている。また、建物概要では、文化財の保存修理工事ということと活用するため
の事情を考慮した工事の概要を述べている。自由学園明日館の保存修理工事において、動
態保存のための保存修理工事であることから、設計図書の作成・工事監理、施工管理計画
書の作成のために半解体調査を行って現状を把握し、半解体調査では不明な場合は解体調
査を行って、活用できる範囲、現状変更が認められる範囲などを検討している。 
第４章「明日館の修復保存工事における大谷石工事」では、自由学園明日館の保存修理
工事における大谷石工事において、石工事を担当した専門工事業者にヒアリング調査を行
い、建築物の老朽化に伴う大谷石の劣化状況および保存修理工事の状況を把握し、今回の
保存修理工事にあたって実施された大谷石の各種物性試験、人が歩行する床および風雨に
曝される箇所に使用する大谷石の性能改善としての薬剤の塗布・含浸処理が有効な対策で
あることを示している。 
第５章「明日館の修復保存工事における左官工事」では、自由学園明日館の保存修理工
事における左官工事において、漆喰による左官工事を担当した専門工事業者にヒヤリング
調査を行い、建築物の老朽化に伴う漆喰の劣化状況および竣工時からの外観の色合いの変
遷を明らかにし、竣工時の色合いの状態に戻すための漆喰の材料・調合、顔料の混和方法
および鏝圧の調整方法などを明らかにした。また、動態保存するために必要な安全性確保
の観点から下地材や補強材について新たな工法が採用されたことを明らかにしている。 
第６章「自由学園明日館建物の動態保存における運営状況」では、自由学園明日館建築
物の保存修理工事完成後の運営状況をヒヤリング調査し、維持管理および運営状況の分析
を行い、現在のところ、収入源は見学料や施設利用料であり、支出の主要なものは人件費
であることを示した。なお、動態保存を維持していくには、経営力が必要であり、建築物
の維持管理状態にも影響することを示した。また、自由学園明日館以外の数例の動態保存
の運営状況を調査し、保存修理工事後の重要文化財建物における維持管理のあり方につい
て提示した。 
第７章「結論」では、本論文の結論を総合的に示した。 
 
